（別紙１）平成２３年度遊休農地解消に向けた取り組み事例報告について
「芋焼酎１本飲めば信州伊那市の耕作放棄地が１㎡再生」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業委員会名　伊那市農業委員会　
１　実施主体及び関係機関
　　伊那市農業振興センター（伊那市　ＪＡ上伊那　伊那市農業委員会　など）
　　
２　実施場所
　　伊那市　東春近　田原地区
３　実施期間　　　　　　　　２３年　６月　～　　２４年　３月　（通算　　年）　
４　遊休農地解消面積　　　　２ａ
　　　　（田原地区全体では、国の耕作放棄地再生利用緊急対策事業を活用し、平成２３年度に８７６aの再生事業を行っている。）
５　取り組みの経緯（動機、経過）

　　伊那市と友好提携のある東京都新宿区の住民を対象に耕作放棄地再生体験ツアーを企画し、地元住民と共に「耕作放棄地再生隊」を結成。６月に２aの耕作放棄地を鍬で耕やし、サツマイモの苗を定植。10月に収穫と焼酎の仕込み体験を行った。２aの農地で収穫した250ｋｇのサツマイモの原料を酒造会社に持ち込み、720mℓ瓶３００本を製造した。耕作放棄地のような痩せた土地では、平均して１㎡で１本の芋焼酎ができることから、新宿区民も伊那市民も、１本飲めば信州伊那市の耕作放棄地が１㎡再生されることをキャッチフレーズに、耕作放棄地の減少と新宿区との交流を図っている。
６　作付作物　焼酎用サツマイモ　黄金千貫（こがねせんがん）
　　選定理由：芋焼酎用サツマイモとして作りやすい　皮も白く薄い
７　活動実績及び特徴点
　　６月１１日　耕作放棄地開墾　芋の苗を定植
　　７月～９月　草取り
　　１０月２２日（土）芋収穫

　　　　　２３日（日）焼酎仕込み
　　３月　芋焼酎完成
８　活用した国、県、市町村の補助事業
　　なし
９　農業委員（会）が主体的に果たした役割、内容

　市及び地区農業振興センターが中心となり取り組んだ事業であり、農業委員もその一員　
　として活動した。
１０　活動がわかる写真　２枚程度
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（写真の内容：開墾作業と収穫の様子）
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